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 三多摩食糧卸協同組合

令和8年

令和8年産米情報

今週の玄米入荷情報

8年産

魚沼コシヒカリ

北海道ななつぼし

秋田あきたこまち

岩手ひとめぼれ前沢

宮城ササニシキ登米特栽

宮城つや姫登米特栽

千葉ふさおとめ

R8/9年需給見通しの9月指針からの変更点。
■8年産生産量は741万ｔに更新 →9月25日現在の収穫量
■需要量は695～712万ｔに修正 →最新の人口推計やインバウンドを踏まえた
■江藤米31万ｔの残10万ｔも買い戻す場合、来年（R9年）6月末在庫は240～257万ｔ →過去最大は今年（R8年）の243万ｔ

現行の備蓄運営は棚上方式で20万ｔ×5年分を備蓄しているが、備蓄期間を3～4年間まで短縮する方向で検討中。農水省は「できれば
3年間」。民間備蓄20万ｔも考慮すると政府備蓄は80万ｔ程度まで圧縮される。その場合、4年備蓄であれば政府買入・売渡数量は年20万
ｔのままだが、3年備蓄となれば年27万ｔ程度まで拡大し、従来の飼料用向け販売だけでは売渡が追い付かなくなる。そのため、農水省
は新たに米粉や輸出向けなどにも備蓄米の販売対象を拡げる方針だ。

備蓄期間短縮へ

農林水産省（10/28）自民党会合に、備蓄米の追加買い戻し方針や令和9/10年需
給見通しを示す。正式には食糧部会を経て決定。
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